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2019年4月～2020年3月における当会活動について、以下に報告いたします。 

１. 事業実施の方針 

2019年度も樹上性野生生物のロードキルからの防護および森林の生物多様性保全に資するためアニマル

パスウェイの普及を通じて、教育啓発・設置支援活動を推進しました。 

２．社員総会と会員数について 

6月24日に新宿 NPO 協働推進センターにて、会員、アニマルパスウェイ研究会メンバー、ゲストを含めて 24 

名が参加し、第８回通常総会兼アニマルパスウェイ研究会を開催しました。 

総会において第 1 号～4 号議案は満場一致で議決され、昨年度報告、本年度計画ならびに役員、定款の一

部改正が決まりました。新たに理事として小松裕幸氏、園田陽一氏、饗場葉留果氏が、また副代表理事に

岩本理事が就任されました。6 月 27 日法務局に定款変更、理事変更届を提出し、受理されました。 

 

会員数は 2019年4月時点で特別会員1名、正会員21名、一般会員22名、賛助会員8社 

2020年3月末では特別会員1名、正員24名、一般会員は19名となりました。 

総数44名8社です。当会が事務局であるアニマルパスウェイ研究会に ApWA 会員以外で2社、1団体が 

所属しています。 

３．アニマルパスウェイの普及啓発活動 

１）展示会等におけるポスター・模型展示、絵本小冊子やリーフレットの配布 

絵本パンフ「ヤマネのマルくん南の森へ」を常設の清泉寮ヤマネミ ュージアム、那須平成の森 FC、

富士山アウトドアミュージアムで配布頂いています。また、当会および研究会のリーフレット 3種

「森と命を繋ぐ」、「一般社団法人アニマルパスウェイと野生生物の会」および「森林の生物多様性

保全活動」についても様々な機会に配布しました。 

① 5月22日 経団連自然保護協議会交流会に参加 

経団連自然保護基金および経団連自然保護協議会の交流会においてポスター展示を行いました 

馳元文科大臣に説明               民間助成元の皆様に説明 

総会風景 

https://www.animalpathway.org/豕穂ｺｺ讎りｦ・
https://www.animalpathway.org/豕穂ｺｺ讎りｦ・
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② 6 月 1 日～30 日 港区立エコプラザにて「アニマルパスウェイ」の展示 

港区立エコプラザにおきまして環境月間の約 1 ケ月間、ポスター、実物模型、漫画「目からウロコく

ん」、岩手県感想文コンクールの最優秀賞作品、モニタリング映像などを展示しました。 

 

 

 

 

 

準備メンバーの皆さん ポスター、漫画展示 岩手県感想文コンクール 

③  ㈱エンウィットのグッズ販売出店時や矢竹さんが所属している「NPO 環境パートナーシップ千葉」

の総会などで、APW のパンフとマル君の絵本などを配布頂きました。 

また11月2日～3日 ヒミツキチでAPW展示（幕張ベイパーク クロスポート１F)を会員のらねこふぉとす主

宰の後藤さんが2名の方と共同で、主に自治体の施設などで殺処分ゼロやロードキル関係の啓発展示に加え

アニマルパスウェイの展示も併せて行って頂きました。 

④ 12月5日～7日 エコプロダクツ2019への出展 

毎年恒例のエコプロダクツ展への出展ですが、年々来場者数は少なくなっております。 

同時に行われていたSDGs 関連展を含む4日間では合計来場者数は155,818人で、当会ブースには約1,000名以

上の来場がありました。時間によっては狭いブースが満杯となり、小中学生の皆さんの熱心な質問があり、

クイズの答え探しをして、生き物と道路の関係を学習してもらうことができました。クイズの回答者へは

アニマルパスウェイの漫画の入ったクリアファイルを進呈。またブース説明には会員等13名が対応し、各

地・各団体の皆様とコミュニケーションが計れ、一部の来場者から寄付も頂戴しました。 

エコプロ展の当会ブースに来場状況 

⑤ 3月6日～7日 NHKふるさとの食にっぽんの食まつりに出展予定でしたが中止になりました。 

 

４．アニマルパスウェイ研究会、情報交換会開催 

１）6 月 24 日に新宿 NPO 協働推進センターにて第８回通常総会の後アニマルパスウェイ研究会兼情

報交換会 

ゲスト講演として帯広畜産大学環境農学研究部門 環境生態学分野の浅利 裕伸先生（当会会員）に「エ

ゾモモンガの生態と十勝のリス類の問題」について詳しくお話しいただきました。その他情報交換とし

て下記の報告・意見交換がなされました。 
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・ モリス博士の来日記念のミニシンポジウムの紹介：湊会長 

・ 港区立エコプラザの展示状況報告：小林理事 

・ アニマルパスウェイの保全の手引きについて：岩本理事 

・ 富士山ロードキルプロジェクトの進捗状況：園田理事 

なお、内容や研究会配布資料は会員ページに掲載しました。 

浅利先生による講演      エゾモモンガやエゾリスの現状 

２）12月19日 アニマルパスウェイ情報交換会 新宿NPO協働推進センター 

当日は25名が参加、活発な意見交換がなされました。湊会長挨拶ならびに自己紹介の後次のようなご

講演があり、意見交換されました。 

 

 

 

 

 

  辻先生によるロードキル対策活動      情報交換会全景        園田理事による豪州の道路事情 

① 「沖縄、台湾におけるロードキルの現状と対策」について 

 岡山理科大理学部動物学科 教授 辻 維周先生からお話しいただきました。先生は平安文学、文化人類学

などをご研究されていて、日本のゲートウェイとしての石垣島に移住されて、野生動物にご興味を持たれ

たそうで、生態系の頂点のカンムリワシが2011年ごろには200羽いたものがすでに現在では160～70羽となり

2030年にはいなくなるという危惧を抱かれ、2011年～2013年の3年間、毎晩石垣島の同じルートを巡回して   

動物のロードキルを発見し、データを収集されました。道路上のロードキル個体は昼間カンムリワシの餌

となるため、二次被害をさけるため道路上から外に出す活動をされていました。 

ロードキルではシロハラクイナが多く、セマルハコガメ、キシノウエトカゲなどの天然記念物や希少種も

多く含まれているそうです。2013年の集計ではパトロールされた118日間で合計1666件あったそうで、信号

もなく、観光客もレンタカーで星空やホタルをみるため夜間走行し、島民もハイスピードで通行するため、

ロードキルが跡を絶たない状況が続いています。そこで先生は様々なロードキル減少のアクションを起こ

されました。 

新聞の論説、Tシャツ製作、自動車教習所教員への啓発、写真展、有名人との啓発対談着ぐるみにご自分が

入られた啓発イベント、啓発広報車の自作、幟旗、チラシ配布、カンムリワシ認知度アップのための旅客

機など考えられることはすべてされたそうです。 

県の政策として観光客増加があり、クルーズ船の来航が急増しているので、さらにロードキルが増加する

とともに最近はリュウキュウハシブトガラスが増加し、生態系が乱れてきたそうです。 

なお台湾はRKデーターベースがしっかり整備されており、多発地点には動物感知センサーが設置され、動

物の横断始めをサイレンや発光器でドライバーに知らせる仕組みが設置されているところもあるそうです。 
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② オーストラリアの道路事情の視察報告について、園田理事からの報告。 

11月23日～29日に当会で2016年に招聘したRodney氏のご案内等によりメルボルン周辺の状況を視察されま

した。 

ロードキル数は把握されていないそうですが、年間100万件程度になるのではとの話でコアラ、バンディー

クート、シュガーグライダー、ポッサム、グローリング・グラスフロッグなどのRK対策施設を視察されて

きたそうです。 

③ 一般社団法人ヤマネ・いきもの研究所創設について湊会長から説明 

11月28日に湊先生、森田先生（元宮崎大教授）、饗場さんらが二ホンヤマネや世界のヤマネを研究する

拠点として「ヤマネ・いきもの研究所」創設されました。これは先生の恩師下泉重吉先生のヤマネ研究と

青柳昌宏先生の環境教育を継承するためだそうで、現在HPの立ち上げや研究所の場所探しなどを行ってい

るところだそうです。湊先生は来年3月でキープ協会を退職され、ヤマネミュージアム館長も退かれますの

で、これを機に一般社団法人を創設され、世界のヤマネや特別な生き物ではなく地域の生態系を構成する

ふつうのいきものの研究と自然環境教育を主なテーマとして活動されます。当会会長も当然継続されます

ので、当会は協力して森林のいきもの達のためのアニマルパスウェイに関する調査研究、環境教育・啓発

も行ってまいります。 

 

５．ミニシンポジウムの開催 

7 月 19 日関西学院大学丸の内キャンパスにおいて、英国の哺乳動物の権威 Pat Morris 先生を囲んでミニシ

ンポジウムを二ホンヤマネ保護研究グループと当会の共催で開催しました。九州や名古屋、新潟からもお

越し頂き総勢 25 名で当会理事の饗場さんの司会、通訳は当会の吉田さんにお願いしました。 

Pat Morris 博士       司会は饗場理事       逐次通訳は吉田さん 

１）モリス先生による基調講演「イギリスの哺乳類の特徴と保全」 

更新世の地殻変動でイギリスに渡れなかった哺乳類、絶滅して再導入すべきか検討を要するものを含

め現在在来種として 44 種存在。外来種はやはりシカの増加が問題であり、ニホンジカの被害も多い。

アナグマやカワウソ、ハリ

ネズミも人気があるがそれ

ぞれ問題があり、保全に動

物名のついたそれぞれの保

全団体があり、しかも遺贈

等で割と資金が潤沢なよう

です。ハリネズミマークの

ついたビールによる寄付な

どもユニークでした。 

 

 

モリス博士の基調講演 ハリネズミマークのビール 
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２） 「ヤマネの保全と減少」についてのミニシンポジウム 

① モリス先生「なぜヤマネが希少なのか？私たちに何ができるか？」 

イギリスのヤマネの食痕は特徴的で、この木の実の食痕分布から 100 年前に比してその分布域は半分に減

少。巣箱がかけられている地域での捕獲数が多い。全国ヤマネモニタリング・プログラムが推進され、市

民を巻き込んで食痕の見分け方などのトレーニングを行い、全国 253 地点でモニタリング実施し、成果を

上げている。食べ物などからの森林の管理方法が重要。また家畜などが冬眠地を荒らすことを防ぐなど日

本との違いもある。ヤマネの生息には 20ha 以上の森が好ましく、生息地の連結が重要。ヤマネにとって

の問題：冬の気温変動、温度が高い夏、夏の始まりと終わりの期間の不明瞭海洋性気候は大陸性気候より

不安定（いずれも温暖化との関係もあり）、故に生息地の管理がより重要。再導入の実験も開始している。 

ヤマネは森林の指標。ヤマネにとって良いことは他のことでも良いはず。 

 

② 湊先生「二ホンヤマネの減少と保全」について 

二ホンヤマネの分布で、生息への警告として生息していない地域があり、造山運動や開発が関係。 

同じ遺伝子集団も分断の危機。清里の事例では確認個体数が急激に減少。要因として植生の変化、捕食者

の増加、積雪量の減少、気温上昇、生息地の分断の影響が考えられます

 

③ グループディスカッション： 

テーマは「ヤマネを保全するにはどうしたらよいか？アイディア募集」 

4 名程度のグループで話し合いました。一般市民などへの認知度のＵＰやその方法、植生や沢筋の保全、 

シカなどの野生生物管理、ヤマネの巣箱の増加、飲料メーカーとのコラボ、アニマルパスウェイの普及、 

ＳＮＳの利用など様々なアイディアが出されました。今後これらを参考に活動したいと思います。 

湊先生による二ホンヤマネの現状 モリス博士によるヨーロッパヤマネの現状 
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６．アニマルパスウェイに関するロードキル・生態調査、提案支援 

１）富士山周辺道路におけるロードキルの要因調査 

富士山アウトドアミュージアムで調査しているロードキルデータに加え、その要因となる事項を調査分析し、

IENE2020 にて発表する予定。なお成果は富士山周辺の関連自治体や道路管理者へのロードキル対策の提案などに役

立てます。 

今期は 9 月までに 4 回の富士山周辺道路におけるロードキル要因解析のための調査を実施しました。 

第 1 回目 3 月 12 日  昼間交通量調査、園田、湊、舟津、饗場、栁川 

第 2 回目 4 月 18 日～19 日 昼間交通量調査、園田、舟津、岩本早代、大竹 

第 3 回目 5 月 18 日～19 日 夜間交通量調査、園田、嶋、岩本 

第 4 回目 6 月 29 日～30 日 夜間交通量調査、園田、嶋、岩本、舟津 

第 5 回目 8 月 17 日～18 日 夜間交通量調査、リスの痕跡調査、園田、猪熊、大竹 

第６回目   10月26日～27日  リス痕跡調査、園田、後藤、岩本早代 

第７回目    12月14日     リス等樹上性動物痕跡調査、園田 

第８回目    １月19日     リス等樹上性動物痕跡調査、園田 

本成果をまとめ、山梨県などへのロードキル対策のひとつとしてアニマルパスウェイを提案する予定です。本調査

解析には多くの会員の皆さんのご協力で実施しております。 

             交通量調査             舟津さんとシカのロードキル検分 

２）富士山スバルライン周辺におけるネズミ類の遺伝子解析調査 

福山大学准教授 佐藤 淳先生が中心となり、数回の野生のネズミ類のサンプリング調査を実施し、種類、高度、道

路などの影響について遺伝子解析を実施しました。本年度はその結果をまとめています。かなり面白い結果が得ら

れているということで、近々発表します。 

３）帯広市市道上のアニマルパスウェイへの支援 

十勝歯科医師会が進めている稲田小学校前のアニマルパスウェイ設置について帯広市の許可が得られたそうです。2 

年前より帯広畜産大の栁川先生や浅利先生がご指導され、本年 10 月 14 日に建設される予定です。（写真：実際に建

設されました：行木さん、浅利先生提供）10 月 21 日には小学生が参加し除幕式が行われました。 

 

 

 

 

なお、モニタリングについて、浅利先生が計画いただき、周辺のエゾリスへのPITチップの挿入とその通過記録調査

森への導入路も設置 

北海道に初めて設置された アニマルパスウェイ   APWの断面 
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研究をアニマルパスウェイで実施します。そのための探知記録システムについて支援を実施しました。また帯広畜

産大の研究としてクラウドファンディング（RADYFOR）を実施、モニタリング研究費用を調達しています。子供たち

にも利用動物の状況を報告したいところです。 

４）2月21日 北杜市長訪問、小学生に絵本寄贈とアニマルパスウェイの連携 

北杜市長と教育長にお会いし、小学5年生に当会の絵本を寄贈するために市役所を訪問しました。 

渡辺市長とは3回目ですが、市のシンボルであるヤマネやSDGsについてお話ししました。 

今後の市民や児童への環境教育の重要性についても認識が一致し、新しいアニマルパスウェイの建設も含め様々協

働させていただくことにしています。 

渡辺北杜市長への絵本譲渡 

５）那須平成の森のアニマルパスウェイモニタリング調査結果のまとめと発表 

2018年まで実施したアニマルパスウェイのモニタリングデータを解析し、2月17日に札幌で開催された第19回野生生

物と交通研究発表会で発表しました。データは2016年度までのものを利用し、関西学院大学の湊ゼミの皆さんで解

析し、卒論でまとめた杭田さんが代表して発表しました。 

 

 

 

 

 

 

 

      杭田さんによる発表        講演論文集に掲載 

７．他研究会との連携 

・6月8日 道路生態研究会総会兼研究発表会に参加 

約 50名が参加し第 5 回の道路生態研究会総会兼研究発表会が高速道路調査会で開催されました。 

明治大学の倉本先生が茂原第一トンネルの利用動物のモニタリングを通しての管理運営について、続いて日大の伊東先生

から当会にて前にお話しいただいた米国と豪州ビクトリア州における道路生態学の取り組みについて基調講演としてお話

しいただきました。その後 6 件の研究発表がありました。また、道路生態研究会誌第 3 号が発行されました。昨年度

の主な発表事例が掲載されています。また、昨年の北杜市のアニマルパスウェイ見学会についても詳報されていました。 

・11月23日 道路生態研究会シンポジウム 

自動車新時代を見据えて：近未来の自動車の在り方とロードキルについて東京農大で開催されました。レポートは会員の

矢竹さんにお願いしました。 

講演は名古屋大学未来社会創造機構の金森 亮 特任准教授による「近未来の自動車像～自動運転と情報活用」と環境省対

馬自然保護官事務所 の沼倉 真帆アクティブ・レンジャーによる「ツシマヤマネコの保全とロードキル対策」の2題。 

金森氏は自動運転を含めた町づくりの社会実装を目的に取組んでおられ、都市圏レベルの交通シミュレーション、運転ス

トレスの定量化、自動運転サービスの実証実験、デマンド交通サービスなどについて実例をもとに紹介された。自動車メ

ーカーのＣＭから自動運転のイメージは、ともするとドライバー優先だと思っていたが、講演の内容から目指すものは高

齢者など交通弱者を優先とした社会貢献である。また、理想かもしれないが、カーシェアリングによってクルマが減り、

駐車場も少なくて済み、街路沿いのスペースが緑地やオープンカフェなどに広く取れる都市の将来像も紹介された。 

https://www.rersj.org/
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沼倉氏はヤマネコのロードキル発生状況とその対策を紹介された。ロードキル数は多い年では14頭にも及び、その多くは

亜成獣で分散期の11～12月に発生している。ハード面の対策としてカルバートボックス内の“ネコ走り”（水かさが上が

ってもネコが通れる段差とした通り道）、路面標示、反射板、侵入防止柵などの道路構造物、法面を登れるネコ階段など

の設置、ソフト面では小中学校生のヤマネコ交通安全ポスター展やドライバー向けの事故防止キャンペーンなどの啓発活

動が行われている。 

総合討論では、自動車のセンサーに動物感知を取り込めないか等、動物の生態と土木、交通分野の融合が有効であること

も指摘された。沼倉氏からの配布資料のうち、「エコドライバーズマニュアル」などいくつかは下記の環境省 対馬野生

生物保護センターのサイトにもアップされています。 

８．テレビ・新聞などへの掲載による啓発活動 

１）テレビ 

・7 月 31 日 フジテレビ「フューチャーランナーズ」に会長出演 

国連の 2030 年目標 SDGｓ(Sustainable Development Goals)にいち早く取り組んでいる日本の“フューチャーランナー” 達

の活動にスポットを当て未来のために頑張っている人たちを描く番組で湊会長が紹介されアニマルパスウェイを見学する

子供たちとともに紹介されました。 

7 月 31 日（水曜日）  関東地方のみ フジテレビ 

8 月 10 日（土曜日）  全国放送  BS フジ 

・9月22日 日本テレビ「皇室日記」に若林さんご出演 

那須平成の森のフィールドセンターにてインタープリターをされている当会メンバーの若林千賀子さんが皇室日記に出演

され、今夏、上皇ご夫妻や天皇ご一家がセンターをご訪問されたそうで、若林さんからは「日テレの映像は、昨年、ヤマ

ネのことに関心を深められた皇后陛下が、今年の散策のスタート時に「今年のヤマネはどうですか？」と尋ねられ、「今

年も元気にしていると思います」と言ってヤマネのぬいぐるみを見せられたそうです。またこの日、JTB 主催の「アニマ

ルパスウェイ周辺整備」ツアーが開催されたそうです。ヤマネやツキノワグマも生息する自然豊かな那須の森、今後

も保全され、益々生物多様性の学習の場としても利用されるとよいと思います。 

・12月2日-12日（月ー木）NHK・Eテレの0655で「リスがわたる」が放送されました 

12月2日から2週間（月曜日～木曜日）毎朝06時55分からのEテレのおはようソングにアニマルパスウェイをイメージした

「リスがわたる」が流れました。3月2日から1週間再放送されました。 

うた 岩井 勇気（ハライチ） 作詞：貝塚智子・堀江由朗 作曲：堀江由朗（歌詞カード作成しました）映像には当会

提供のアニマルパスウェイを利用する動物や昆虫などが多く流されました。 

２）新聞 

・9 月 15 日 山梨日日新聞「時標」湊会長が執筆 

これまでのヤマネ研究やアニマルパスウェイ普及のお話が中心ですが、国連の目標でもある SDGｓ（2030 年目標）との関

係も踏まえ、「ヤマネを保護することが、森を守り、未来を守る」ことに通じるという会長の信念を訴えておられます。

当会の目標も基本的にこの考えを基本としているので、皆様にも読んでいただきたい内容です。(次ページ) 

・11月28日 理科教育ニュース 

ヤマネの生態を調べてみようというテーマで理科教育ニュースにヤマネやアニマルパスウェイが紹介され、学校のポスタ

ー掲示や配布用ニュースに採用されました。(次ページ) 

・1月1日 朝日小学生新聞/中高生新聞にネズミ年特集でヤマネ掲載予定 

元旦の朝日中高生新聞6面、小学生新聞12面、ネズミ年の象徴としてマリネズミとも呼ばれる天然記念物二ホンヤマネが湊

会長によってアニマルパスウェイとともに紹介されています。本年の幸先を占うような正月早々のメディアへの登場です。

一社）ヤマネ・いきもの研究所も始動しますので、げっ歯類が多いアニマルパスウェイの啓発も様々できると可能性が有

ります。 

・2020年1月号 進学情報誌さぴあ「エコテクノ第16回」に特集 

SAPIXの小学五年生用の自然環境では毎年アニマルパスウェイを「いきものとの共存を考えよう」というページで紹介、受

験サポート誌「さぴあ」1月号のエコテクノ講座に2ページにわたりアニマルパスウェイを掲載頂きました。他にも教科書

等で取り上げていただける予定です。 

http://kyushu.env.go.jp/twcc/
http://kyushu.env.go.jp/twcc/
https://www.animalpathway.org/wp-content/uploads/2019/09/b44f9a9d7fa8f016616f7b00a3acf637.pdf
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・1月20日 毎日新聞ニュースに清里のヤマネの減少情報 

饗場理事と湊会長への取材ニュースが毎日新聞に掲載されました。暖冬の影響により清里の二ホンヤマネの冬眠時間が遅

くなっており、フクロウ保護のための巣箱掛けによりフクロウの繁殖が進み、ヤマネの減少を招いているようです。 

  

 

９．会の基盤強化プロジェクト 

① SNSにおける情報発信の充実：Instagram、Twitter、FBなどでの発信 

② 商標登録：一般社団法人のロゴなどを登録 

③ 人材基盤の充実：理事の増加、会員増強 

④ 財政基盤の充実：つながる募金の開始、自販機の増加、会費収入の増加 

⑤ 技術基盤の充実：APWのマニュアルの充実：APWの保守点検指針の作成 

⑥ 連携基盤の充実：道路生態研究会、ロードエコロジー研究会、富士山アウトドアミュージアム、北杜市、帯広

畜産大、福山大、関西学院大などとの連携強化 

当初より財政、人材、技術、連携、情報などの強化を課題としてましたが、SNSでの認知度のUP、アニマルパスウェイ

(研究会造語)の防衛的商標登録、若手会員の理事就任などを図ってきました。 

  

9 月 15 日湊会長が執筆 山梨日日新聞「時標」 11月28日 理科教育ニュース 

https://www.animalpathway.org/wp-content/uploads/2019/09/b44f9a9d7fa8f016616f7b00a3acf637.pdf
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１０．実施日程表 

項 目 月 日 イベント 場 所 主 催 

監査 4 月 12 日 監査 所沢 ＡｐＷＡ 

役員会 4 月 15 日 理事会 新宿 NPO 推進センター ＡｐＷＡ 

調査 4 月 18 日、19日 富士山ロードキル解析プロジェクト 河口湖 ＡｐＷＡ 

ﾆｭｰｽレター 4 月 30 日 アニマルパスウェイ通信発行  ＡｐＷＡ 

調査 5 月 18 日、19日 富士山ロードキル解析プロジェクト 河口湖 ＡｐＷＡ 

展示 5 月 22 日 NGO・企業交流会にて展示 経団連会館 
経団連自然保護

協議会 

ﾆｭｰｽレター 5 月 31 日 アニマルパスウェイ通信発行  ＡｐＷＡ 

展示 6 月 1 日～30日 アニマルパスウェイ展示 港区立エコプラザ 
同左 

 

研究会 6 月 8 日 道路生態研究会 高速道路調査会 道路生態研究会 

総会 

研究会 
6 月 24 日(月) 

第7回通常総会/アニマルパスウェイ研究会/

情報交換会 
新宿 NPO 推進センター ＡｐＷＡ 

ﾆｭｰｽレター 6 月 30 日（日） アニマルパスウェイ通信発行  ＡｐＷＡ 

研究会（ミニ

シンポ） 
7 月 19 日（金） モリス博士を囲むヤマネの保全に関する研究会 

関西学院大丸の内キャ

ンパス 
ＡｐＷＡ 

ﾆｭｰｽレター 7 月 31 日(水) アニマルパスウェイ通信発行  ＡｐＷＡ 

調査 8 月 17 日、18日 富士山ロードキル解析プロジェクト 河口湖 ＡｐＷＡ 

ﾆｭｰｽレター 8 月 31 日(土) アニマルパスウェイ通信発行  ＡｐＷＡ 

学会 9 月 15 日～18日 日本哺乳類学会 中央大学 学会 

企業連携 9 月 17 日 巣箱づくり打ち合わせ 大成建設 大成建設 

ﾆｭｰｽレター 9 月 30 日(月) アニマルパスウェイ通信発行  ＡｐＷＡ 

理事会 10 月 16日 電子理事会  ＡｐＷＡ 

APW 設置 10 月 14日、21 日 帯広市稲田小前 APW設置、除幕式 帯広市稲田小 十勝歯科医師会 

調査 10 月 26日、27 日 富士山ロードキル解析プロジェクト 河口湖 ＡｐＷＡ 

見学会 10 月 30日 大橋ジャンクション、見沼圃場  道路生態研究会 

ﾆｭｰｽレター 10 月 31日(木) アニマルパスウェイ通信発行  ＡｐＷＡ 

シンポジウム 11 月 23日 道路生態研究会シンポジウム 東京農大 道路生態研究会 

ﾆｭｰｽレター 11 月 30日(土) アニマルパスウェイ通信発行  ＡｐＷＡ 

展示会・PR 12 月 5 日-7 日 エコプロ展出展予定：一般コーナー 
東京 

ビッグサイト 
ＡｐＷＡ 

調査 12 月 14日 富士山ロードキル解析プロジェクト 河口湖 
ＡｐＷＡ 

ＪＤＰＲ 

研究会・情報 

交換会 
12 月 19日 ＡＰＷ研究会・情報交換会 

新宿 NPO 協働推進セン

ター 

ＡｐＷＡ 

ＡＰＲＳ 

ﾆｭｰｽレター 12 月 31日(火) アニマルパスウェイ通信発行  ＡｐＷＡ 

調査 1 月 19 日 富士山ロードキル解析プロジェクト 河口湖 
ＡｐＷＡ 

ＪＤＰＲ 

打ち合わせ 1 月 24 日 
ＮＨＫふるさとの食にっぽんの食への出展打ち

合わせ（実施は新型コロナ感染予防で中止） 

NHK エデュケーショナ

ル 

ＡｐＷＡ 

ＪＤＰＲ 

ＤＷＩ 

ﾆｭｰｽレター 1 月 31 日(金) アニマルパスウェイ通信発行  ＡｐＷＡ 

発表会・連携 2 月 17 日 野生生物と交通研究発表会にて発表 
札幌国際コンベンショ

ンセンター 

ＤＥＣ 

ApWA共催 

自治体連携 2 月 21 日 市長へヤマネのマル君謹呈 北杜市役所 
ＡｐＷＡ 

ＤＷＩ 

ﾆｭｰｽレター 2 月 29 日 アニマルパスウェイ通信発行  ＡｐＷＡ 

支援 2 月 29 日 ヤマネの巣箱作り支援:中止 清里 大成建設 

作業 3 月 19 日 ヤマネミュージアムＡＮＴ撤去作業 清里 ＪＤＰＲ 

ﾆｭｰｽレター 3 月 31 日 アニマルパスウェイ通信発行  ＡｐＷＡ 
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１１.助成及び寄付金 

当会並びにアニマルパスウェイ研究会の活動は様々な助成と寄付金、会費によって成り立っています。 

下記に2019年度に頂戴した主な助成先・寄付名称を記して感謝申し上げます。 

 

[助成]：公益信託大成建設自然歴史環境基金 

 

[自販機寄付] 

○ ウッドビレッジ伊奈ヶ湖 

○ 公益財団法人キープ協会清泉寮  

○ 那須平成の森フィールドセンター  

○ 大成建設（設計本部、横浜支店桂台トンネル作業所、東北支店磯鶏地区作業所） 

○ 株式会社東京建設コンサルタント 

 

[つながる募金] 

カードやスマホなどを通してポイント募金などを開始しました。 

 

[その他の寄付、募金] 

その他展示会への来場者、HP閲覧者、会員企業や会員などよりご寄付を賜りました。 

 

 

 

以上 
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